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■はじめに 
・近代期上海におけるコレラ流行状況（→図１） 
・1920年代：国際衛生活動（国際連盟） 
・先行研究：飯島（2000）、張力（1999） 
・ 課題設定：上海が国際衛生という枠組みに組み込まれていく過程の社会的政治的変化を

特に上海地域の各衛生行政当局間関係に着目して検討 
 
■１、近代中国と国際連盟保健機関 
・ 国際連盟保健機関の活動とアジアへの関心 
・ 北京政府期：ライヒマン1の北京政府への働きかけ 
・ 南京国民政府：非常任理事国落選事件（1928）→アヴノール来華→衛生合作の実現へ 
 
■２、ライヒマン来華と中外聯席会議 
（１）国民政府衛生部とライヒマン 

・ライヒマン来華→合作内容 ①全国海港検疫処、②上海地域のコレラ・天然痘撲滅、③

専門技術人員の訓練、④医療・衛生機関の設置、⑤医学教育の普及、⑥教育部との合作 
（２）中外聯席会議と中央コレラ局の設置 

・中外聯席会議（→表１） 
・ コレラ撲滅方法をめぐる共同租界 VSライヒマン・上海市（→資料１） 
・ 中央コレラ局の設置とその性格 
・ 中外聯席会議における国際連盟の役割（→表１） 
 
■３、共同租界のコレラ予防運動に対する反応 
（１） コレラ予防認識 

・ コレラ予防注射 
・ 共同租界衛生局の限界と植民地経験 

                                                  
1 ライヒマン（L.J.Rajchman, 1881-1965）、1881年ロシア帝政下のポーランド、ワルシャ
ワの出身。クラクフ大学で医学を学んだ後、パスツール研究所、王立衛生学院、ロンドン

大学などで研究教育活動を行う。1921年、国際連盟事務局衛生科科長に就任。医療衛生活
動を行う一方でポーランド社会党に入党し、国内革命運動に参加するといった政治活動も

行う。1939年国際連盟事務局の職を辞した後、ポーランド亡命政府に参加。第二次世界大
戦終結後、国連ポーランド代表となり UNICEF創設に尽力、1965年フランスで死去。 



（２）1920 年代末～30 年代の共同租界の置かれた環境 

・五三〇事件～反租界運動 
・南京国民政府成立→上海市政府：衛生局（局長胡鴻基2）による租界行政批判 
（３）『上海における 1930 年のコレラ流行に関する報告』 

（４）ライヒマンと共同租界 

・ライヒマンと共同租界の対立関係 
・ライヒマンへの評価 
 
■４、コレラ予防運動の実態 
（１）共同租界のコレラ予防注射実施状況 

・（図２）（表２） 
・工場中心：工場主への依頼 
（２）上海市のコレラ予防注射実施状況 

・（図３）（表３） 
・ 理念、方針 
・ 強制性 
（３）水問題 

・上水道普及状況 
・中央コレラ局による水道会社への交渉過程 
・1932年コレラ流行 
 
■おわりに（まとめ） 
・1930年代のコレラ予防運動実現までのさまざまな要因 
（国際連盟へのアジアへの関心／ライヒマン／国民政府と連盟の関係／五三〇以来の反英

運動／中国側衛生機関の設立とそのナショナリスティックな性格） 
・ 内情：様々な批判にさらされていた共同租界が予防方法への認識の相違がありながらも

譲歩 
・ 連携方法：中央コレラ局という曖昧な機関を設置しての三当局間協調、国際連盟の存在 
・ 運動の実態：共同租界と上海市でスタンスに差（背景：予防方法への認識、制度の差） 
        強制性と衛生観念の浸透 
 

                                                  
2 胡鴻基（1894‐1932）、江蘇省無錫の生まれ。1924年ジョンズホプキンス大学で社会衛
生学博士号を取得、帰国後青島普済医院、北京公共衛生事務所などでの勤務を経て、26年
淞滬商埠衛生局副局長に就任、1927年 7月上海市政府衛生局局長、28年中央衛生委員会委
員に就任、1932年自動車事故により死亡。死後ライヒマンは国際連盟に「胡鴻基記念奨学
金」をもうけ、中国の中央・地方の衛生・検疫機関人員に海外研修を行わせる制度の設置

を提議している。 
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